様式（第１０条第１項）＜学外用＞
大阪大学微生物病研究所　学外飼養保管施設等設置承認申請書

申請年月日　　　年　月　日　　　　受付年月日　　　年　月　日　　　　受付番号


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

部局長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動物実験責任者

所属・職
氏名　　　　　　　　　　

連絡先（内線）

　　　　

下記（飼養保管施設・飼養保管室）の使用について、承認を申請します。

	１．機関の名称等
	

	２．用途
	

	３．施設の管理体制
	<飼養保管施設の管理を統括する者>

部署　　　　　　　　　職名　　　氏名
<実験動物の管理を統括する者>
部署　　　　　　　　　職名　　氏名

経験年数：

<実験動物の飼養保管を担当する者>
部署　　　　　　　　　職名　　　氏名

連絡先

経験年数：

他　　名


７）臭気、騒音、廃棄物等による周辺への悪影響防止策

	
	

	５．特記事項
（例：化学的危険物質や病原体等を扱う場合等の設備構造の有無等）
	

	６．動物実験に関する第三者評価
	実施済み　・未実施　　
※実施済みであれば、評価機関を記載
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	７．遺伝子組換え実験を審査する委員会の有無
	有　　・　　無

	８．機関の長記入欄
	１．飼養保管施設として上記の内容及び添付資料に相違がないことを認めます。

２．この飼養保管施設は「動物の愛護及び管理に関する法律」および、「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛軽減に関する基準」等関連法規に準拠して運用致します。

３．最終責任者として、飼養保管施設の適正な運用のために予算措置等必要な措置を講じます。

４．飼養保管施設の飼育管理マニュアル等を含めたその管理に関する変更が生じたときは直ちに受託者に報告致します。

誓約日　　　年　　月　　日

機関名　　　　　　　　　　　　　　　機関の長　　　　　　　　　
事務連絡先（メールアドレス）

	９．部局動物実験委員会記入欄
	調査月日：　　　年　　月　　日

調査結果：　□　申請された施設は動物実験規程第１０条第５項各号の要件を満たしている。

（条件等　□　改善後、使用開始すること。）
□申請された飼養保管施設は動物実験規程第１０条第５項各号の要件を満たしていない。

（意見等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１０．部局長承認欄
	承認：　　年　　月　　日

	
	本申請を承認します。

承認番号：第　　　　　　号





部局長　　　　　　　


記

添付資料

１）施設の位置を示す地図

2） 施設の平面図
３）飼育管理マニュアル

４）国立大学法人動物実験施設協議会がまとめた動物実験規程等に関するひな形、あるいは、社団法人日本実験動物協会が公開している実験動物福祉推進の手引きに示されている体制の貴機関の整備状況を示す資料（各種規程等や管理体制を示す資料等）

学外飼養保管施設の管理体制と施設の概要等に関する誓約書　記入要領
	全般
	・学外機関を飼養保管施設等として審査する場合は、その機関を利用しようとする動物実験責任者が属する部局動物実験委員会が審査する。

・動物実験責任者はこの誓約書と添付資料を機関から取り寄せ部局動物実験委員会に申請する。

・部局動物実験委員会欄は記入しないで下さい。

	１．機関の名称等
	機関名建物名、機関の長名、住所、定款等に記された実験動物の飼養保管と関連する事業、その事業に関連する関連団体（協会や学会等）への加入状況（団体名）を記入すること。

	２．用途
	一般実験、RI投与実験、感染実験等の用途を記載すること。

	３．施設の管理体制
	・飼養保管施設等の管理を統括する者、実験動物の管理を統括する者、実験動物の飼養保管を担当する者を記載すること

・その経験年数は、動物実験等の経験年数を記載すること。

・実験動物の飼養保管を担当する者は、実際に実験動物の飼養保管を担当する者のみを記載すること。

	４．施設の概要
	項目の内容は、「動物実験の適正な実施に向けたガイドライン」（平成１８年６月１日付け日本学術会議公表）に記載されている内容を参考に記入すること。

	５．特記事項（例：化学的危険物質や病原体等を扱う場合等の設備構造の有無等）
	用途の欄に記した内容と整合性を持たせ、化学的危険物質や病原体等を扱う際に必要な実験用設備が設置されている場合はその規格や性能、設置場所を記入すること。

	６．動物実験に関する第三者評価
	動物実験に関する第三者評価を受けている場合は、その評価機関を記入すること。

＊受けていることが望ましい第三者評価実施機関

（日本実験動物協会、ヒューマンサイエンス財団、国立大学法人動物実験施設協議会、Association for Assessment and Accreditation of Laboratory Animal Care (AAALAC) International　）

	７．遺伝子組換え実験を審査する委員会の有無
	有・無どちらかに○をすること。

	８．機関の長記入欄
	機関の長の承認を得ること。

	９．部局動物実験委員会記入欄
	学外飼養保管施設の申請を受ける部局動物実験委員会が記入する。

	１０．部局長承認欄
	部局長の承認を得ること。


